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発行所　遠賀町役場

交通共済加入申込み状況

昭和56年度交通共済の加入申込の受付を行

いましたが、下表のとおり申込みがありまし

たのでお知らせします。

なお、未加入の万は、現在も受付けを行っ

ておりますので役場福祉係においで下さい。

詳細は、広報8月25日号をご覧下さい。

加　入　書∴放 ��許 �加入率 

一　触 � 

島∴津 �81人 �12人 �93人 �70％ 

苦∴絃 �178 �29 �207 �54 

鬼　津 �250 �48 �298 �42 

尼　崎 �286 �53 �339 �55 

別　府 �480 �63 �543 �37 

含有質 �232 �27 �259 �55 

若発育 �45 �5 �50 �74 

上別府 �230 �45 �275 �42 

虫生津 �367 �54 �421 �68 

西　町 �61 �8 �69 �27 

菓　町 �239 �37 �276 �61 

渋　木 �443 �39 �482 �53 

東和苑 �584 �20 �604 �41 

老　良 �232 �34 �266 �91 

木∴守 �374 �66 �440 �64 

遠賀Ii �599 �59 �658 �65 

新　町 �664 �17 �681 �59 

旧　停 �143 �24 �167 �41 

鮫ノ本 �369 �16 �385 �54 

広　波 �812 �68 �880 �54 

脚光圃 �0 �35 �35 �56 

糾 �6．669人 �759人 �7．428人 �52％ 

人のうこきぼ龍苦）
人　　口　　　14，354人（＋74）

男　　　　　6，960人（＋50）

女　　　　　7．394人（＋24）

世帯数　　　　3，955戸（＋26）

転　入　128　　転　　出　59

出　　生　14　　死　亡　9

（）内　は前　月　比

編集　庶務課庶務係　　　印　刷　冷牢固印刷合資会社

遠賀li駅前自転車駐車場の利用案内

遠賀川駅前東側に約200台収容の自転車駐車場ができました。今後は

今橋沓店前道路には柾かないよう御注意下さい。

00。　利用者のみなさんへ　〇　〇〇

〇この自転慨抑揚はみなさんのものです。いつも大切にI順序よく個、

て下さい。

○駐車場以外には絶対に田かないで下さい。

○盗難、郵政その他、一切の責任は負いませんので御注隷下さい。

＊12月　の税金＊

固定資産税　　3期分

納期限12月25日（木）ま　で

納期内　納付で　明るい町づくり

（12月のこよみ）　年末年始における犯罪及び事故の防止
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（1日一25日）

血
液
は
造
る
　
こ
と
が
　
で
き
ま
　
せ
ん

0

0

。

献

血

に

御

協

力

を

。

0

0

昭
和
弱
年
遠
賀
町
議
会
第
9
回
臨
時

会
が
、
n
月
日
日
招
集
さ
れ
会
期
l
日

間
で
、
閉
経
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
韻
に

提
出
さ
れ
た
案
件
は
町
長
提
出
2
件
で

審
議
の
続
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
提
出
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で

す。o
昭
和
弱
年
鹿
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
筒
六
号
）
原
案
可
決

補
正
額
一
般
四
千
九
百
八
十
五
万
七

千
円
を
追
加
し
総
額
二
十
八
億
一
千
五

百
五
十
四
万
一
千
円
、
主
な
も
の
は
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設
費
二
億
九
千

六
百
一
一
十
五
万
七
千
円
の
う
ち
一
億
四

千
九
百
二
十
五
万
七
千
円
を
計
上
し
、

残
額
一
億
四
千
七
百
万
円
に
つ
い
て
は

繰
越
工
部
分
と
し
て
釆
年
度
予
算
を
計

上
す
る
為
の
債
務
負
担
行
為
補
正
議
決

と
し
て
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

。
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
原
案
同
意
）

柴
田
　
源
氏
（
再
任
）
町
内
旧
任

大
場
芳
郎
氏
（
新
任
）
町
内
広
漠

献
血
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

皆
様
方
の
ご
理
解
の
も
と
に
御
協
力
を

戴
き
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す

さ
て
本
年
度
第
三
回
目
の
献
血
を
次

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様

方
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

∇
日
時
　
1
2
月
日
日
（
木
）

0
0
時
－
1
5
時
0
0
分
　
役
場
前

Q
韓

尋
t
∴
…

鍵
盤
繊
緒
鰯
繊
轡
繊
凝
∵
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－
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i

あ
な
た
の
灯
を
高
く
か
か
け
て
I
i

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
始
ま
る

今
回
は
、
遠
賀
町
消
防
団
第
二
分
団

団
員
を
紹
介
し
ま
す
。
（
階
級
・
氏
名

・
職
業
・
地
区
各
頓
で
す
。
）

昭
和
2
6
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
こ

の
運
動
も
、
今
回
で
5
0
回
を
数
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
又
師
走
の

風
と
と
も
に
全
国
各
地
で
連
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
当
町
で
も
1
2
月
1
日
よ
り

2
0
日
ま
で
、
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る

い
正
月
を
」
を
ス
口端

摺

い
る
人
や
、
心
身
陣

書
児
者
等
に
、
皆
様
方
の
暖
か
い
遜
援

金
を
お
配
り
し
た
く
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

－
　
あ
な
た
の
灯
を
少
し
輔
く
か
か
け

て
下
さ
い
。
恵
ま
れ
ぬ
人
た
ち
の
た
め

に
　
ー
　
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー

0
島
津
班

団
員
　
矢
野
博
幸

○
若
松
班

班
長
　
舛
添
忠
臣

団
員
　
舛
添
廻
史

〃
∴
油
田
哲
也

〃
　
舛
添
清
美

〃
　
池
田
元
服

〃
　
三
島
祀
夫

〃
　
入
江
公
生

〃
　
舛
添
英
数

〃
　
舛
添
矩
由

0
旭
洋
税

政
長
　
吉
満
貫
吾

団
員
　
二
村
鶉
信

〃
　
門
司
輝
夫

〃
∴
楽
　
忠
瀾

〃
　
竹
森
一
博

〃
　
楽
　
　
勝

〃
　
三
原
高
志

〃
∴
変
　
公
美

〃
　
二
村
正
春

〃
∴
∴
太
田
英
和

○
尾
崎
排

班
長
∴
松
井

団
員

人
権
・
心
配
ご
と

合
同
相
談
開
設

▽
日
時
　
1
2
月
1
5
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
相
談
員
　
大
概
擁
護
衰
宙

法
務
局
北
九
州
支
局
職
員

心
配
と
と
相
談
員

▽
相
談
内
容

人
権
問
題
、
登
記
、
戸
籍
、
借
地
、

借
家
、
相
続
、
金
銭
貸
借
そ
の
他
法

律
問
題

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ます。香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
繭
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
奥
村
ツ
ヨ
シ
様

（上別府）

放
大
西
マ
手
機

（鬼∴甜）

故
藤
崎
勝
弘
様

（広∴滋）

放
棄
山
架
蔵
様

（血生薄）

故
柴
田
情
動
様

（松の木）

敵
将
柳
成
和
様

（広∴波）

桝
田
ス
ミ
子
様

大
西
和
夫
様

藤
崎
典
子
様

栗
山
集
博
様

柴
田
日
出
鞘
接

辞
柳
元
成
様

動運＼あ十
ノすた未達
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身　体　障　害　者　福　祉　強　調　運　動　月　間　（1日－31日）

こ
れ
は
一
九
四
八
年
十
二
月
十
日
第

三
回
国
際
連
合
総
会
で
「
世
界
人
橋
宣

旨
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
語
念
し
て
設

け
ら
れ
た
も
の
で
本
年
で
3
2
年
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
福
岡
法
務

局
北
九
州
支
局
、
北
九
州
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
本
年
度
啓
発
目
標
を
、

。
人
権
の
共
存

。
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か

な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う

。
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

o
児
童
の
健
全
な
育
成
に
努
め
よ
う
と

定
め
、
市
町
村
等
関
係
団
体
の
協
力
を

得
て
人
権
思
想
の
普
及
徹
底
に
つ
と
め

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り

で
無
理
を
強
い
ら
れ
た
り
、
老
人
、
子

供
、
身
体
の
不
自
由
な
方
等
で
虐
げ
ら

れ
て
い
る
人
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

も
し
、
あ
る
と
き
は
地
元
の
入
梅
擁
護

委
員
ま
た
は
法
務
局
北
九
州
支
局
へ
お

申
し
出
下
さ
い
。
調
査
の
う
ー
え
、
そ
の

よ
う
な
華
美
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
適

切
な
処
横
を
と
り
ま
す
。
ま
た
、
強

記
、
借
地
借
家
、
相
続
、
金
銭
貸
借
そ

の
他
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
や
心

配
こ
と
悩
み
こ
と
等
が
あ
る
方
は
、
お

気
掻
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
聞
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
絹
擁
護
委
員
は
次
の

方
で
す
。

今
古
賀
∴
柴
田
開
氏

鬼
　
津
∴
信
行
雪
鴻
氏

※
人
権
週
間
特
級
相
駿
所
開
蝕
に
つ
い

て▽
日
時
　
1
2
月
1
5
日
　
1
0
時
～
鳩
時

▽
塀
所
　
公
民
館
別
館

▽
相
談
員
。
加
元
人
柄
擬
態
委
鎖

法
務
局
北
九
州
支
局
職
員

心
配
ご
と
相
談
員

第
2
回

日
月
9
日
、

町
立
武
道
場
に

お
い
て
水
巻
町

ほ
か
2
市
を
招

遠
賀
町
少
年
空
手
道
大
会
の
結
果

図待し、熱戦を展開致しましたが、

そ
の
鮨
栗
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
本

町
空
手
教
室
関
係
者
の
み
）

◎
個
人
戦

o
幼
稚
園
組
子
の
部

2
位
－
白
水
教
士

o
小
学
生
組
子
の
部

▽
1
、
2
年
白
帯

3
位
－
詣
煎
文
理

▽
3
、
4
年
白
帯

2
位
－
竹
井
宏
彰

▽
3
、
4
年
試
稽

健
勝
～
増
田
潜
二
郎
、
2
位
－
宮

田
屯
椰

▽
5
、
6
年
白
、
讃
措

2
位
－
仙
籍
輔
浩
、
3
位
－
泉
原

光
宏

▽
5
、
6
年
緑
常

優
勝
－
永
井
崇
（
A
パ
ー
ト
）
、

仲
野
正
志
（
B
パ
ー
ト
）

2
位
－
伊
賀
治
正
（
A
パ
ー
ト
）

沓
野
孝
治
（
B
パ
ー
ト
）

o
幼
離
園
型
の
蔀

優
勝
－
白
水
教
士

o
小
学
生
型
の
部

▽
1
～
3
年
告
辞

優
勝
－
小
野
典
、
2
位
－
城
戸
誓

文
、
3
位
－
諸
顕
丈
轡

▽
1
～
3
年
兼
帯

2
倣
－
白
水
芳
悠

▽
4
～
6
年
白
描

優
勝
－
竹
井
宏
彰
、
2
位
－
伸
座

嫡
浩

▽
4
～
6
年
費
稚

優
勝
－
宮
田
薗
輝
、
2
億
－
氷
原

光
宏

▽
1
～
6
車
線
静

優
勝
－
佃
野
正
志
、
2
位
－
増
水

一
柳

▽
中
学
生
型
の
都

優
勝
－
中
井
　
司
、
2
倣
－
伸
摩

正
浩

第
7
回

的
月
飾
日
、
遠
賀

中
学
校
で
少
年
剣
道

大
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

遠
賀
町
少
年
剣
道
大
会
の
結
果

曝

交
通
事
故
発
生
状
況

1
月
か
ら
1
0
月
ま
で

綱
川
詞
訓
葺

当
期
寸
寸

遠
賀
郡
消
防
署

管
内
火
災
・
救
急
件
赦

1
月
か
ら
9
月
ま
で

瑚
笥
罰
甘
苦

救
急
一
望
4
6
7

◎
遠
賀
町
剣
道
教
室
内
試
合
の
成
鎖

▽
中
学
生
の
部

優
勝
－
二
村
醐
康
（
鬼
津
）

準
優
勝
－
巾
村
　
蒋
（
広
綾
）

3
位
－
清
瀬
　
潤
（
広
漠
）

▽
4
、
5
級
の
部

優
勝
－
石
橋
仁
裕
（
浅
木
）

準
優
勝
－
福
田
秀
二
　
（
木
守
）

3
位
－
浜
田
晒
典
（
臆
渡
）
、
荒
川

由
寛
（
新
町
）

▽
6
飯
の
部

優
勝
－
金
子
　
正
（
東
和
苑
）

準
優
勝
－
石
橋
∴
確
（
浅
水
）

3
位
－
中
村
賢
治
（
新
町
）
、
堀
口

隆
裕
（
東
和
苑
）

▽
7
級
の
郵

優
勝
－
近
松
大
二
郎
（
浅
木
）

準
優
勝
－
山
下
優
秀
（
広
渡
）

3
位
－
松
浦
。
触
（
別
府
）

▽
級
外
の
部

優
勝
－
藤
本
英
一
郎
（
広
渡
）

郵
優
勝
－
緒
方
晴
冶
（
新
町
）

3
位
－
中
嶋
俊
徳
（
新
町
）
、
奥
野

誠
治
（
松
ノ
本
）

◎
中
間
、
遊
資
郡
谷
苗
町
対
抗
試
合
の

成
緻

▽
団
体
小
学
生
の
郵

便
船
－
声
援
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間

準
優
勝
－
白
雲
錬
成
会
（
岡
垣
）

3
位
－
遠
賀
町
剣
道
少
年
剛
A

団
体
中
学
生
の
部
は
健
囲
及
ば
ず
入

館
を
逃
し
ま
し
た
。

ま
た
日
月
3
日
に
は
、
岡
堰
町
少
年

剣
道
大
会
に
遠
賀
町
剣
道
教
室
か
ら
も

出
場
し
、
次
の
よ
う
な
成
緋
を
、
お
さ

め
ま
し
た
。

▽
団
体
小
学
生
の
鄭

3
位
－
遣
賀
町
剣
道
少
年
団

▽
個
人
（
小
学
隼
女
子
）

優
勝
－
金
子
美
観
代
（
東
和
苑
）

▽
個
人
（
小
学
牲
男
子
）

3
位
－
石
橋
仁
裕
（
浅
木
）



（4）第255号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」

▽　▽　　▽

頚　会　　日

題現　　時

古田）昭
i　墳　申13　和
犬　の　央時55
和　語　公　　年
“　民　　12

輩　　館　　月
年　　会　　6
子　　議　　自
壊　　室　　（
と　　　　　　土

サイズ表（範囲表示の筋合）

∴ �S �ヽI �L �LL �EL 
胸、固 くノ〈スト） �72－80 �79－87 �86－94 �93－101 � 

身∴長 �145－155 �150－160 �155－165 � � 

胴囲 （ウエスト） �52－62 �60－70 �68－78 �76－86 �84－94 

腰∴囲 （ヒップ） �80－88 �85－93 �90－98 �95－103 �100－108 

月　間　（1日一28日）

背
黒
掴
告
資
格
所
薯
の
方
に
お
願
い

正
し
い
生
活
態
度
を
身
に
つ
け
、
心

身
と
も
に
健
全
な
明
日
の
日
本
を
担
う

立
派
な
青
少
年
を
育
成
す
る
謡
を
活
動

目
的
と
し
て
、
ボ
ー
イ
、
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

遠
賀
町
に
は
、
ま
だ
設
立
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
早
急
に
設
立
致
し
た
く

思
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
町
内
で
資

格
を
お
持
ち
の
方
、
及
び
興
味
を
お
持

ち
の
方
は
、
次
の
所
ま
で
御
連
絡
下
さ

い。◎
連
絡
先
　
達
鶴
川
今
橋
番
店

彼
話
（
3
）
0
0
3
8

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
は
9

団
体
と
い
う
よ
り
運
動
と
い
っ
た
方

が
適
切
で
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動

は
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
目
的
と

し
た
世
界
的
な
社
会
教
育
運
動
で
す
。

そ
れ
は
、
正
し
い
生
活
態
度
を
身
に
つ

け
、
心
身
と
も
に
健
全
な
、
明
日
の
日

本
を
担
う
立
派
な
裔
少
年
を
育
成
す
る

教
育
活
動
で
す
。

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
に
入
団
で
き
る

の
は
ど
ん
な
少
女
で
す
か
？

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
に
は
「
や
く
そ

く
」
と
「
お
き
て
」
が
あ
り
、
世
界
中

の
ス
カ
ウ
ト
た
ち
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
は

固
く
守
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
や
く
そ

く
」
と
「
お
き
て
」
を
日
常
生
活
の
う

え
で
実
践
し
よ
う
と
進
ん
で
努
力
す
る

少
女
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
ガ
ー
ル
・
ス

カ
ウ
ト
に
入
国
で
き
ま
す
。

コ
ー
ト
●
出
㌢
ド
レ
ス
類

フ
ィ
ッ
ト
性
を
必
要
と
す
る
も
の
は

A
、
Y
、
隼
B
の
四
つ
の
「
体
型
区

分
」
を
用
い
、
胸
囲
（
バ
ス
ト
）
、
腰
囲

（
ヒ
ッ
プ
）
、
身
長
の
身
体
寸
法
を
「
単

数
表
示
」
で
表
し
ま
す
。

成
人
女
子
用
衣
類

ブ
ラ
ウ
ス
類

「
単
数
表
示
」
と
「
範
囲
表
宗
」
が

あ
り
ま
す
。

「
単
数
表
示
」
で
は
、
バ
ス
ト
の
寸

法
を
明
記
し
、
呼
び
名
は
バ
ス
ト
の
符

号
を
用
い
ま
す
。

郷
土
文
化
研
究
会
よ
り
お
さ
ぞ
い

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
の
行
導
と

し
て
来
月
は
、
次
の
発
表
会
を
い
た
し
　
▽
話
∴
開
　
山
晴
久
碓
氏

ま
す
。
会
員
以
外
の
方
々
も
自
由
に
参
　
▽
会
　
費
　
無
料

加
で
き
ま
す
。

▽
聞
合
せ
　
虫
生
津
　
吉
野
千
年

種
頴
（
3
）
0
4
2
5

な
お
、
本
会
で
は
近
隣
町
の
史
跡
散

歩
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

お
り
に
は
気
楽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

ま
た
、
フ
ィ
ッ
ト
性
を
あ
ま
り
必
要

と
し
な
い
も
の
に
は
、
バ
ス
ト
、
身
長

だ
け
を
明
記
し
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
「
単
数
表
示
」
と

S
、
M
、
L
・
・
の
「
範
囲
表
示
」
の
二

通
り
が
あ
り
ま
す
。

ス
カ
ー
ト
類

フ
ィ
ッ
ト
牡
を
必
要
と
す
る
も
の

は
、
胴
囲
（
ウ
エ
ス
ト
）
、
ヒ
ッ
プ
を

明
記
し
、
呼
び
名
は
、
蒜
の
－
∞
N
O
の

よ
う
に
、
ウ
エ
ス
ト
、
ヒ
ッ
プ
の
実
際

の
寸
法
を
こ
の
順
に
な
ら
べ
た
も
の
を

用
い
ま
す
。

フ
ィ
ッ
ト
性
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な

ス
リ
ッ
プ
類

バ
ス
ト
の
寸
法
と
、
ス
リ
ッ
プ
丈
を

明
記
し
ま
す
。

水
着

バ
ス
ト
を
「
単
数
表
示
」
、
ヒ
ッ
プ

を
「
範
囲
表
示
」
で
表
し
ま
す
。

サ
イ
ズ
の
呼
び
名
は
か
『
A
N
〟
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

7
は
バ
ス
ト
の

符
号
、
A
は
体
型

区
分
、
2
は
身
長

の
符
号
で
す
。

い
も
の
に
は
、
「

単
数
薮
示
（
ウ
エ

ス
ト
寸
法
の
み
）
」

と
「
範
開
表
示
」

と
が
あ
り
ま
す
。

呼
び
名
は
、
バ

ス
ト
の
符
号
と
絶

囲
表
示
の
S
、
M
、

L
…
を
組
み
合
わ

せ
て
．
u
M
。
〝
①

セ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
類
、

「
〟
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
「
範
囲
表
示
」
だ
け
で
表
さ

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

締頂斉末年の品食



5）「広報遠賀」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第255号

若遠　〃　松　〃　浅　〃　〃　〟　〃　〃　虫　〃∴∴〃　上　〃　未練　〃　別　〃　鬼

松詰　責　木　　　　嵩∴駕　守護∴府∴津

問　（4日一10日）

籾

す

り

扱
ぎ
落
し
た
粗
は
斑
節
で
通
し
唐
箕

で
芥
と
杖
を
吹
分
け
ろ
。

こ
れ
を
晴
天
の
日
2
～
3
日
天
日
で

干
す
。
男
（
女
）
心
と
秋
の
空
と
い
う

聾
の
通
り
秋
の
天
気
は
変
わ
り
易
い
。

今
日
は
天
気
は
大
丈
夫
の
つ
も
り
で

斑
干
し
を
し
て
い
る
と
急
に
空
が
怒
っ

て
く
る
。
慌
て
て
延
を
た
た
ん
で
軒
下

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
進
は
ネ

コ
と
い
い
昔
の
も

の
は
小
さ
い
縄
で

に
直
角
に
差
込
み
が
あ
り
、
ま
た
上
白

の
胴
側
に
角
が
出
て
そ
れ
に
穴
が
あ

る
。
こ
れ
が
メ
ス
役
で
遁
木
の
頭
が
オ

ス
。
メ
ス
穴
に
ヤ
リ
木
の
頭
の
先
を
持

ち
モ
ミ
を
入
れ
る
の
毛
頭
ス
リ
と
い

う
。
籾
か
け
麿
桶
と
い
っ
て
樹
が
六
升

位
（
0
0
・
8
I
）
入
る
桶
一
杯
は
、
や

り
木
百
回
位
廻
さ
な
い
と
出
終
ら
な

秋
の
夜
な
が
に
ラ
ン
プ
の
賠
明
り
の

農
耕
民
俗
資
料
館

よ

り

お

礼

最
近
次
の
方
よ
り
資
料
の
こ
寄
贈
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
以
後
ご
寄
贈
の
分
は
、
そ
の

都
度
広
報
「
遠
賀
」
に
よ
り
掃
滅
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ

り
で
あ
る
（
臼
す

り
と
も
い
う
）
。
上
下
各
々
の
白
は
粘

土
で
固
め
樫
の
木
に
歯
が
つ
け
て
あ

る
。
下
目
は
固
定
さ
れ
上
白
が
廻
わ
る

と
上
下
の
歯
が
噛
み
合
っ
て
籾
の
皮
を

む
く
（
一
名
土
日
と
も
い
う
）

ま
た
松
材
な
ど
全
都
が
木
製
の
も
の

も
あ
る
。
木
製
の
方
が
土
日
よ
り
古

い。

天
井
か
ら
二
本
の
麻
の
ロ
ー
プ
が
下

り
、
週
末
の
両
端
を
つ
る
し
遁
木
の
頭

納
屋
か
ら
唄
が
き

こ
え
て
く
る
。

当
日
は
す
り
と
も

な
し
　
破
食
は

欲
し
い
　
茶
碗

か
ら
め
き
ゃ
目

が
さ
め
ろ

キ

ャ

ッ

コ

ン

当
日
は
ま
え
ま
え

ゝ
さ
」
ソ
l
′
、
－
し
や

ん
と
　
い
と
し
殿
こ
の
す
り
ご
ざ
る

当
日
の
頭
ず
り
や
　
肩
と
ろ
手
と
る

す
い
た
殿
御
に
さ
せ
は
せ
ね

へ
臼
の
頭
ず
り
や
∴
な
り
ふ
り
い
ら
ぬ

唄
を
こ
き
あ
げ
て
　
尻
を
廻
せ

へ
さ
ま
は
ご
ざ
る
な
ら
　
夜
目
の
晩
に

ご
め
ん
な
さ
れ
と
言
ふ
て
ご
ざ
れ

粗
す
り
も
殆
ん
ど
夜
業
か
雨
降
り
の
作

業
。
若
い
男
女
の
ロ
マ
ン
ス
が
め
は
え

る
と
き
で
も
あ
る
。
唄
え
I
＼
白
は
ま

え
／
　
　
　
　
　
　
（
吉
野
　
千
年
）

二
村
　
忠
音
標

吉
浦
　
愛
知
様

松
浦
酋
三
郎
様

檎
床
　
治
二
様

藤
田
　
千
代
様

土
師
タ
ツ
子
様

太
田
　
載
暫
様

山
形
　
林
作
穣

上
野
　
ナ
ミ
様

筋
田
キ
シ
オ
様

吉
野
　
和
男
様

吉
野
　
千
年
様

毛
利
　
ツ
ネ
凝

議
　
一
二
様

韻
　
　
久
彦
様

吉
野
　
　
修
桜

有
言
　
帝
横

芳
賀
　
喬
一
様

柴
田
一
広
様

柴
田
　
　
儲
横

目
石
　
晴
彦
様

小
野
　
邦
雄
様

先
月
、
柳
川
で
白
秋
祭
の
詣
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遠

賀
中
学
校
も
出
品
し
、
三
席
が
一

人
、
種
作
が
一
人
と
い
う
成
細
を

修
め
ま
し
た
。

。
三
庸
∴
軸
「
あ
か
い
雲
」

1
年
∴
興
棺
美
穂
さ
ん

o
佳
作
　
題
「
摸
漉
」

2
笹
　
野
口
　
削
岩

で
は
、
三
席
に
入
選
し
ま
し

た
、
興
椙
美
穂
さ
ん
の
謡
を
御
鑑

賞
下
さ
い
。

三
席

あ
か
　
い
　
雲

一
年
六
組
　
興
棺
美
穂

紅
い
夕
日
と
赤
い
空
。

そ
し
て
、

あ
か
い
雲
。

稲
穂
が
お
よ
ぎ
、

太
陽
が
う
な
る
。

菱
わ
ら
帽
子
が

に
げ
て
ゆ
く
。

さ
け
ぴ
な
が
ら
、

さ
ま
よ
い
な
が
ら
。

夕
日
は
、
地
平
線
の

彼
方
か
ら

い
く
子

い
く
万
も
の
光
と
な
っ
て
。

森
を
つ
き
さ
し
、

川
を
つ
き
さ
し
、

谷
を
つ
き
さ
す
。

地
を
は
い
つ
く
ば
る
も
の
で
さ
え

ま
っ
か
に
染
ま
り
、

時
間
が
と
ま
っ
た
よ
う
に
、

身
う
こ
き
ひ
と
つ
し
な
い
。

山
々
が
、
両
手
を
広
げ
て

太
陽
を
う
は
う
。

だ
れ
に
も
見
せ
な
い
。

だ
れ
に
も
見
れ
な
い
。

紅
い
夕
日
と
赤
い
空
。

そ
し
て
、

あ
か
い
雲
。

稲
穂
が
お
よ
ぎ
、

太
陽
が
う
な
る
。

麦
わ
ら
帽
子
は

．も＿つ、

見
え
な
い
。

身
近
か
な
火
災
危
険
を
な
く
そ
う

1
2
月
に
な
る
と
寒
く
な
り
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
る

こ
と
や
、
「
慣
」
か
ら
く
る
「
う
っ
か
り
」
と
い
っ
た
こ
と
が
火
車
に
結

び
つ
き
ま
す
。

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
危
険
が
な
い
か
見
な
お
し
て
、
身
近
か
な
火
災

危
険
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
で
す
／
　
火
事
を
出
す
の
も
防
ぐ
の
も

週権人回2－3第



第255号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」（6）

▽　　▽　▽

科　　内持
参

金　　容品

」主星昼土星越生重星雲

くみi 取り日） �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

li（月） � � 

2（火） �東町 �木守、i云渡 

3（水） � �庄渡、松の木（東、西堕し＿＿ 

4（木） � �若松、尾崎 

5（金） �月2回汲取り家庭 �月2回汲埋り墾匿－＿＿＿＿＿ 

12（金） �旧任（旧3号線北側）鬼浦、砦松 � 

13（土） �旧停（旧3号繚南側） �鬼津 

15（月） �遠賀川 � 

16（火） �遠賀川 �千代丸 

17（水） � � 

18（木） �別椅（高瀬） � 

19（金） �新町 �－ 

－0（土） � � 

2（月） �新町 � 

＿3（火） � � 

4（水） �別府 � 

5（木） �別府 � 

6（金） � �老良 

27（土） �頚木、虫住薄、上別胎、諾架台 」遡＿本管 � 

28（日） �浅木 � 

冒
ガ
ン
検
診
（
追
加
）

妊
　
婦
　
相
　
談

◎
申
込
み

▽
場
　
所

▽
受
付
日

▽
定
　
員

▽
費
　
用

▽
そ
の
他

◎
検
惨

∇
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

｛軍－

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

1
2
月
2
日
（
火
）
か
ら

州
名

一
千
円

印
鑑
が
な
い
と
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

1
2
月
1
6
日
、
1
2
月
1
7
日

受
付
　
8
時
4
0
分
～
1
0
時

50分

検
査
　
9
時
か
ら

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

児
　
相
　
識

1
2
月
9
日
（
火
）

1
2
月
1
5
日
（
月
）

的
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
健
室

1
2
月
9
日

生
後
7
－
1
2
カ
月
児

1
2
月
1
5
日

生
後
0
～
6
カ
月
児

母
子
健
康
手
帳

体
理
、
身
長
等
測
定

食
蔀
等
の
相
談

無
料

三
種
混
合
予
防
接
種

▽
嬢
謹
白
及
び
問
診
票
配
付
日

。
撲
親
日
　
1
2
月
1
7
日
（
水
）

。
問
診
票
配
付
日
　
1
2
月
1
0
日
（
水

）
～
1
2
月
1
6
日
（
火
）

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
種
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▽
そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
9
月
2
5

日
号
を
こ
ら
ん
下
さ
い
。

1
2
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

▽
期
　
日
　
1
2
月
1
2
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
内
　
密
∴
産
前
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
繰

母
子
健
康
手
帳
交
付

▽
詩
参
晶
　
印
鑑

▽
料
　
金
　
無
料

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
1
2
月
5
日
（
金
）

▽
場
所
及
び
時
間

・
鬼
津
公
民
館

9
時
5
0
分
～
日
時
5
0
分

・
中
央
公
民
館

∇
対
象
者

▽
検
診
内
容

1
3
時
～
1
5
時

6
5
歳
以
上
の
人

。
血
圧
測
定

。
血
色
素
検
査

▽
科
∴
金
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クリ　スマス（25日）　お目おみそか除夜の遠（31日）

道
路
工
事
に
伴
な
う

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

今
か
ら
先
、
町
内
各
所
で
通
路
工
事

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
た
め
ゴ
ミ
収

集
車
が
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
期
間

中
は
ゴ
ミ
収
集
車
が
通
行
で
き
る
安
全

な
所
ま
で
、
ゴ
ミ
の
搬
出
を
お
願
い
し

ます。

！
遼

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ
い

◎
所
在
地
∴
兵
船
螺
加
西
市
下
富
木
町

字
沢
の
坪
剛
番
地
の
l

▽
名
　
称
　
加
西
市
下
宮
木
町
墓
地

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
5
年
1
2
月
9
日

▽
届
出
先
　
兵
庫
県
加
西
市
北
条
町
栗

田
6
6
番
地
の
l

加
西
市
役
所
同
和
対
策
重

職
話
0
7
9
0
4
（
2
）

国
鼻
血
の
応
急
処
置

酒
気
以
外
の
と
き
に
出
る
婦
血

I
I
L
仙
か
に
ぶ
つ
け
た
り
、
強
く

か
み
す
ぎ
た
り
し
た
と
き
出
る
の

は
、
界
の
中
に
キ
．
ス
が
つ
く
こ
と

が
原
因
で
す
。
鬼
血
を
出
し
た
と

き
の
応
急
処
確
は
、
次
の
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

∧
軽
い
鼻
血
の
と
き
＞

衣
服
を
ゆ
る
め
、
楽
に
し
て
い

す
に
か
け
さ
せ
て
、
頭
を
う
し
ろ

に
そ
ら
せ
、
鼻
を
5
～
6
分
つ
ま

ん
で
や
る
と
止
ま
り
ま
す
。
ま
た

脱
脂
綿
や
消
茜
し
た
ガ
ー
ゼ
を
長

さ
2
～
3
セ
ン
チ
の
太
目
の
棒
状

に
し
て
、
外
に
つ
め
て
お
く
の
も

効
果
的
で
す
。

∧
幼
児
の
鼻
血
∨

い
す
に
顕
か
け
さ
せ
、
而
ひ
じ

を
机
の
上
に
つ
か
せ
て
、
あ
ご
を

て
の
ひ
ら
で
支
え
る
よ
う
に
し
ま

す
。
そ
の
両
手
の
小
指
で
、
し
ば

ら
く
外
を
押
さ
え
な
が
ら
口
で
呼

吸
さ
せ
る
と
、
や
が
て
止
ま
り
ま

す。＜
な
か
な
か
止
ま
ら
な
い
と
き
＞

消
詣
ガ
ー
ゼ
を
少
し
多
め
に
鬼

に
詰
め
こ
み
、
あ
お
向
け
に
寝
か

せ
、
し
ば
ら
く
安
静
に
し
て
お
き

ま
す
。
そ
し
て
、
井
柱
を
冷
た
い

タ
オ
ル
で
ひ
や
し
、
逆
に
建
も
と

を
温
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

弗
血
が
止
ま
っ
た
あ
と
も
、
数

時
間
は
、
界
を
か
ま
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＜
頑
を
打
っ
て

鼻
血
が
出
た
と
き
V

C
の
場
合
は
ク
危
険
信
号
．
と

考
え
、
す
く
医
者
に
み
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

◎
所
在
地

▽
届
出
期
限

▽
屈
出
先

長
崎
県
葡
松
浦
難
若
松
町

白
鳥
郷
字
曲
り
1
2
番

昭
和
5
5
年
日
月
2
8
日

長
崎
県
南
松
浦
郡
碧
松
町

役
場
経
済
建
設
課
∴
傭
話

0

9

5

9

4

0

U

　

　

3

1

1

．圏

お
ん
が
短
歌
会
詠
革

北
九
州
短
歌
脇
会
会
長

河
中
郡
謁
先
生
選

兼
題
　
難
敵

秋
贈
れ
の
柳
川
下
り
に
昼
の
月
ゆ
る
さ

流
れ
に
向
く
浮
か
べ
る

井
口
　
絹
子

陸
棚
に
虫
の
鳴
く
さ
え
秋
の
夜
は
さ
ら

に
榊
け
さ
深
ま
り
て
ゆ
く串

的
∴
桂
子

福
岡
県
立
看
護
専
門

学
校
生
徒
募
集

▽
募
集
科
及
び
募
集
定
貝

看
護
婦
科
（
5
0
人
）
　
保
絶
婦
科
（

4
0
人
）
　
助
産
婦
科
（
1
5
人
）

▽
試
験
日
　
昭
和
5
6
年
1
月
2
3
ロ
ー
2
5

絵
画
篭
賞
の
お
誘
い

幽
艶

広
報
「
遠
賀
」
毎
月
1
0
日
号
の
表
紙

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
町
内
在
住
の
両

家
、
蝿
幹
氏
の
個
展
が
次
の
と
お
り
闘

他
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
県
展
に
も
入
選

さ
れ
、
一
段
と
カ
の
入
っ
た
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
、
広

報
と
は
一
味
違
う
油
絵
を
じ
っ
く
り
繊

コ
ス
モ
ス
は
風
に
吹
か
れ
て
倒
れ
お
り

倒
れ
し
ま
ま
に
空
に
向
き
咲
く

福
田
カ
メ
ノ

捕
え
た
る
虫
を
図
鑑
と
照
ら
し
見
て
く

つ
わ
虫
と
謙
り
し
孫
は
明
る
し

木
原
い
の
え

ガ
ラ
ス
戸
に
迫
り
て
広
が
る
外
の
旧
に

む
な
し
き
心
と
き
放
し
た
り

一
間
∴
房
子

口
　
（
3
日
間
）

▽
受
付
期
間
　
昭
和
5
5
年
1
2
月
1
5
日
～

憫
和
朗
年
1
月
1
0
日

∇
印
込
み
先
及
び
問
い
合
せ
先

〒
8
1
8
－
m
∴
禅
岡
媒
筑
紫
郡
太
宰
府

町
大
字
向
佐
野
　
福
岡
県
立
宥
恕
専
門

学
校
に
ど
う
ぞ
。

質
し
て
下
さ
い
。

▽
タ
イ
ト
ル
「
風
景
と
花
」

▽
日
　
時
　
1
2
月
4
日
（
木
）
～
9
日

（
火
）
1
0
時
～
1
8
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
黒
崎
、
新
カ
ジ
キ
美
術
面

廊
（
弛
図
参
照
）
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12月上期の遠賀町主要行事

日 �唖 �行　謡　内　容 �時間i実施会場i担当課（係）名（日限び主な艇等i備考 

1 �月 �定　例　区　曇　会　磁 �13：30一　画会随l庶務1線i ���� 

2 （ �火 � �8：30－　中生係匡民計　　　l幣ジ 

1－20 ��賎　来　た　す　け　あ　い　避∴勤 ��� � �詳細は 2ページ 

4－10 ��第　32　回　　人　　権　　週　　間 �����詳細は 3ページ 

5 �金 �老　　人　　検　　診 � �撥離i住民課I　　i盤ジ 
定例 体育指導委員会 �19：30－　車軸【社会教育課i ���� 

9 �火 i �乳　　児　　相　　談 �9：30－11車嫌健室i住民課 ��� �詳細は 6ページ 

11 �木 �第　3　回　　献　　血 �10‥00－15車掲前車祉課 ���ちらしを御党下さい。i欝ジ 

車 ��妊　婦　相　談巨00～　国保腫上民課i　　　犀ジ 
14 �日 �謂閻部数老中00～12中央公輔l庶∴務諜 ���� � 

15 �月 �乳　　児　　相　　識 �、9：30－11：30i鰯保鰹l住民課 ���犀ジ 

杢櫛・群電　設上00－15車髄別館i福祉可∴∴∴∴∴厚藍 

麗
鰯
犯
窮
詣
別
繋
撥
期
間

－－　　　。。　　　　　。“－

1
2
月
は
、
空
き
巣
ね
ら
い
や
ひ
っ
た
く
り
犯
の
。
か
せ
ぎ
時
〟
で
す
。

ボ
ー
ナ
ス
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
な
に
か
と
大
金
が
動
き
、
正
月
の
準

備
な
ど
で
あ
わ
た
だ
し
く
な
り
、
家
を
あ
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

侵
入
盗
防
止
の
た
め
に

0
ち
ょ
っ
と
の
留
守
で
も
必
ず
戸
締
り

を
し
、
隣
近
所
に
「
ひ
と
声
」
か
け
て

留
守
宅
馨
戒
を
依
頼
す
る
。

○
玄
関
や
窓
に
は
、
ふ
だ
ん
の
錠
前
の

ほ
か
に
補
助
錠
を
つ
け
る
。

○
外
泊
な
ど
で
留
守
に
す
る
と
き
は
、

新
聞
や
牛
乳
等
の
配
達
も
の
は
、
忘
れ

ず
に
取
入
れ
る
よ
う
近
所
の
人
に
た
の

ん
で
お
く
。

○
昼
間
か
ら
一
目
で
外
出
中
と
わ
か
る

よ
う
な
カ
ー
テ
ン
は
し
な
い
。

○
不
必
要
な
現
金
は
家
に
置
か
な
い
。

ま
た
預
金
通
帳
と
印
か
ん
は
必
ず
別
々

に
保
管
す
る
。

0
就
寝
前
に
は
必
ず
戸
締
り
を
点
検
す

る。〇
校
は
建
物
の
回
り
を
明
る
く
、
家
の

中
を
暗
く
し
て
中
が
見
え
な
い
よ
う
に

する。す
り
、
ひ
っ
た
く
り
犯
罪
の
防
止

○
大
金
の
運
搬
に
は
、
女
性
や
老
人
は

避
け
、
必
ず
二
人
以
上
の
男
控
で
あ
た

る。○
現
金
を
受
け
と
っ
た
ら
、
ニ
セ
の
銀

行
員
な
ど
に
特
に
注
意
し
声
を
か
け
ら

れ
て
も
不
用
意
に
現
金
を
渡
さ
な
い
。

○
大
金
を
持
っ
た
と
き
は
、
混
雑
す
る

乗
り
物
な
ど
は
避
け
寄
り
道
を
し
な
い

○
デ
パ
ー
ト
特
売
場
・
盛
り
場
・
駅
な

ど
の
混
雑
す
る
と
こ
ろ
で
は
特
に
財
布

の
出
入
れ
に
気
を
つ
け
、
大
金
は
肩
身

か
ら
離
さ
な
い
。

○
混
雑
の
場
所
で
は
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

は
胸
の
あ
た
り
に
抱
え
持
つ
。

○
暗
い
場
所
や
人
通
り
の
少
な
い
夜
道

は
さ
げ
ろ
。

○
歩
車
道
の
区
別
の
な
い
道
路
を
歩
く

と
き
は
、
道
路
瑞
側
の
手
に
鞄
類
を
持

つ
。
（
車
道
側
に
持
た
な
い
）

暴
力
犯
罪
の
防
止

○
チ
ン
ピ
ラ
・
酔
っ
払
い
な
ど
に
、
い

い
か
か
り
を
つ
け
ら
れ
た
と
き
は
、
は

っ
き
り
し
た
態
度
を
と
り
、
タ
ス
キ
〟

を
与
え
な
い
。

○
被
害
を
受
け
た
り
、
受
け
そ
う
に
な

っ
た
と
き
は
、
泣
き
寝
入
り
せ
ず
勇
気

を
も
っ
て
警
察
に
届
け
る
。

○
小
さ
な
暴
力
で
も
、
見
た
り
問
い
た

り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
一
一
〇
番
す
る

〇
滴
に
酔
っ
た
と
き
は
、
ひ
と
り
よ
が

り
の
行
動
を
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
早
く

自
宅
に
帰
る
。

○
暴
力
団
な
ど
か
ら
、
寄
付
金
や
、
み

か
じ
め
料
な
ど
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
拒
否
し
す
ぐ
轡
薬
に
届
出
る
。

6〕基
づ陽でなんみ年る年ゆ


